
水道水をつくり、ご家庭にお届けするための
経費とその財源

水道施設をつくるために要する
経費とその財源

平成27年度決算のご報告
平成27年度の神奈川県水道事業の収支状況は、うるう年や料金減免制度の見直し等により水道料金が増収となったほか、
企業債残高の減少に努めるなどの様々なコスト削減を行った結果、黒字を確保することができました。

 収益的収入
560億6千万円（前年度比94.3％）
収入の大部分を占める水道料金収入
は、増収となりましたが、前年度は地方
公営企業会計制度の見直しに伴う特別
利益を計上していたため、前年度と比較
して約33億5,715万円の減少となり
ました。

 資本的収入
101億9千万円（前年度比141.8％）

地震等の災害対策や老朽管更新等の事
業を実施するにあたり、財源として企業
債の借入などを行いました。

 収益的支出
518億3千万円（前年度比86.1％）

企業債残高の減少により支払利息が減
少したことや、前年度は地方公営企業会
計制度の見直しに伴う特別損失を計上
していたことから、前年度と比較して約
83億9,577万円の減少となりました。

 資本的支出
276億5千万円（前年度比119.6％）

「災害に強い水道づくり」や「より安全
でおいしい水の供給」に向けて、老朽
管の取り替えや、水道管の耐震化を進
めました。
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※ グラフ内の額はすべて税抜き ※ グラフ内の額はすべて税抜き

受水費 150億円
（神奈川県内広域水道企業団から
浄水処理をした水を買う費用）

減価償却費 125億8千万円
（長期利用する施設の1年毎の
価値の減少分を費用化したもの）

職員費 60億7千万円
修繕費 48億1千万円
（水道施設等の修理費） 

支払利息
32億9千万円
（水道施設をつくるため
に借り入れたお金の利息）

動力費 15億8千万円
（浄水場などを運転する
ための電気代） 

薬品費 3億7千万円
（浄水処理をするための薬品代） 

その他支出（委託費等） 81億3千万円 当年度純利益 42億3千万円

その他収入
60億9千万円

水道利用加入金
18億5千万円

（お客さまの水道管の新設や
増径時にいただいた収入）

水道料金
481億2千万円

（お客さまからいただいた
水道料金収入）

建設改良費 139億8千万円
（水道施設を建設したり、老朽化した
施設を更新するための経費）

企業債償還金等 136億7千万円
（水道施設をつくるために借り入れた
お金の元金を返済する経費等）

企業債等　100億円
（企業債などの借入金）

固定資産売却代等
1億9千万円

（固定資産の売却など
による収入）

補塡財源 174億6千万円
（現金支出を伴わない

減価償却費などによる内部留保資金等で補塡）

支出
518億
3千万円

収入
560億
6千万円

収入
101億
9千万円支出

276億
5千万円
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※グラフ内の額はすべて税抜き
※下記単価は、支出決算額を
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▲写真：水道管をうめる様子（昭和初期、湘南地方）
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合 計 153円 合 計 164円

受水費　　　　44円

減価償却費　37円

職員費　　　18円

修繕費　　　14円

支払利息　10円
（水道施設をつくるために
借り入れたお金の利息）

動力費　　　5円
（浄水場などを運転するための電気代） 

薬品費　　　1円
（浄水処理をするための薬品代） 

その他支出（委託費等）24円

（神奈川県内広域水道企業団
から浄水処理をした水を買う費用）

（長期利用する施設の１年毎
の価値の減少分を費用化したもの）

（水道施設等の修理費）

水道料金　　141円
（お客さまからいただいた
水道料金収入）

水道利用加入金　5円
（お客さまの水道管の新設や
増径時にいただいた収入）その他収入　　18円
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